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開
催
に
先
立
ち
、
登
子
連
で

長
期
間
ご
活
躍
さ
れ
て
い
て
、

若
草
地
区
連
か
ら
、
推
薦
が
有

り
ま
し
た
、
４
名
の
方
に
表
彰

状
の
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。 

 

戸
井
会
長
、
安
宅
教
育
長
の

挨
拶
に
引
き
続
き
、
富
岸
地
区

連
南
会
長
の
議
事
進
行
に
よ

り
、
報
告
事
項
第
１
号
か
ら

３
号
と
、
審
議
事
項
第
１

号

議
案
か
ら
第
４
号
議
案
の
報
告

と
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
の

議
案
も
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ

無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

 

  

２
０
２
０
年
度
か
ら
、
中
断
し
て
い

ま
し
た
、
鉱
山
で
の
宿
泊
研
修
を
４
年

ぶ
り
に
、
開
催
し
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
を
感
染
症
法
上
の
、

５
類
に
変
更
さ
れ
た
の
を
由
と
し

て
、
８
月
２
６
～
２
７
日
に
４
地
区
か

ら
、
小
学
生
女
子
５
名
、
男
子
１
名
と

保
護
者
１
名
、
役
員
９
名
の
総
勢
１
６

名
の
参
加
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

両
日
と
も
、
最
高
の
天
気
に
恵
ま

れ
、
初
日
予
定
の
川
遊
び
も
、
鉱
山
担

当
者
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
子
供
達
は

大
は
し
ゃ
ぎ
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

２
日
目
の
、
工
作
と
笹
茶
作
り
な
ど

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
役
員
の
、

ご
協
力
を
頂
き
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

１９７６年の６月２０日に、 

第１回目の「こいのぼりマラソ

ン大会」の開催の目的は、全市

民が誰でも参加できるように、

市陸上競技場を発着点に、設定

した７Ｋｍコースを、競争して

走るのでは無く、時間にはこだ

わらず、登別の風景を楽しみな

がら、親子･夫婦・恋人･友達･

仲間が、走っても、歩いても良

く、もちろん休憩も有りで、時

間の制限を無くして、ゴールす

るのを目的とした、登子連組織

の子ども会が主催する、初めて

の大会で、市民に参加してもら

い、子ども会の存在を知っても

らうために企画したそうです。 

初回大会は、４５０名の参加

者で開催、１０回大会は、登子

連創立２０周年記念行事の一環

とし、７Ｋｍのコースをタイム

トライアルとし、風景を楽しむ

参加者のためには、新たに５Ｋ

ｍのコースを新設して７００名

の、参加者を迎えての開催です。 

３５回目までの会場を、３６

回大会では、川上公園に変更し

て開催し、３７回大会からは、

実行委主催で開催され、３回か

ら継続した開催日５月５日を、

３９回大会から変更開催、令和

元年、第４４回大会を最後に、

コロナ禍での中止を挟み、令和

５年に長い歴史を閉じました。 

登別市子ども会育成連絡協議会 

令和 5 年度表彰者４名 
 

若草地区連絡協議会所属 

受賞者名 活動期間 

前 田 昭 子  ２４年目 

山 本 美佐保 ２４年目 

平 田 純 子 ２４年目 

花 野 典 子 ２４年目 

敬称略 

六
月
九
日
、
18
時
30
分
よ
り

市
民
会
館
に
於
い
て
定
例
総
会

を
、
安
宅
登
別
市
教
育
委
員
会

教
育
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
戸

井
会
長
を
含
め
、
各
地
区
連
の

役
員
32
名
の
出
席
に
よ
り
開
催

し
ま
し
た
。 

 

発行責任者 戸井  肇 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＋ 

十
月
二
十
二
日(

日)

四
年
ぶ
り
の
登
子
連
育
成
者
研
修
会

キ
ウ
シ
ト
湿
原
で
開
催

各
地
区
連
よ
り
三
十
八
名
の

育
成
者
が

 

今
回
は

来
馬
地
区
連
担
当

参
加
者
の
受
付
は

育
成
者
八
名
が
担
当
し
て
行

 

湿
原
と
は
ど
ん
な
場
所

キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
重
要
性
や
教
育

の
場
と
し
て

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
聞
い
て
か
ら

湿
原
を
散
策

実
際
に
子
ど
も
達
が
現
地
で
体
験
し
て
い
る

秋

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

 

肌
寒
い
日

湿
原
の
宝
を
観
察

三

あ
る
泥
炭
層
の
ふ
し
ぎ
を
体
験

の
野
鳥
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

充
実
し
た
研
修
会

た
と
思
い
ま
す

 

 

登 子 連

 全国子ども会連合会主催、北海道子ども会育成

連合会の主管で、全国各地区から関係者４５７名

が参加して「これからの子ども会～子どもたちと

地域の未来に向けて」をテーマに、これからの子ど

も会活動に於いては、時代の変化に対応し、多岐

にわたる地域課題に目を向けて、子ども会が様々

な地域活動の先頭に立ち、けん引することが子ど

も会の役割として求められていることを趣旨とし、

1日目は、京王プラザホテルにて開会式に引き続

き、全国子ども会連合会より、長年の活動を通し

て活躍している、子ども会組織等の３０団体と、

子ども会で育成･指導に当たり、功績を積まれた、

７０名と北海道子ども会育成連合会より、選出さ

れた５名に、表彰状の授与式が行われました。 

                             

記念講演は、むかわ町国民健康保険穂別診療所

副所長・中塚 尚子氏による、「子どもの心をのぞ

いてみれば－地域医療から見える問題点と対策」

の演題で行われ、受賞者記念撮影を挟み、受賞者

を囲む会･情報交換会を、実施して１日目が終了。 

 ２日目は、かでる２・７に会場が移され､第１～

第９分科会と、分科会別に討議課題が設定され、

区分された会場にて分散協議を行い、各分科会で

集約された協議の結果を持ち寄り、全体会議会場

にて、個別に成果と課題の発表後の質疑応答の中

で、参加者同士の意見交換が図られていました。 

参加者全員で「時代の変化に対応した活動」の

改革と必要性を共有し、「地域の子どもは地域で

育てる」活動に立ち返るスタートの２日目でした。 

           


